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直
心
会
関
東
教
区
連
合
会
常
任
委
員
　
石
井
　
宣
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お
土
の
ご
用
講
座
と
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
出
張
販
売

　

今
回
は
、
現
在
進
行
形
の
直
心
会
東
京
連
合
会
の
活
動
に
つ
い
て
宣
伝
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
後
の
活
動
計
画
立
案
会
議
で
「
み
づ
ほ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
発
酵
堆
肥
が

販
売
さ
れ
る
し
野
菜
作
り
と
正
食
推
進
で
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
に
出
張
販
売
に
来
て
も

ら
お
う
」
と
ベ
テ
ラ
ン
役
員
が
発
案
し
、
始
ま
っ
た
「
お
土
の
ご
用
講
座
」。

半
年
間
隔
の
企
画
も
今
年
４
月
に
は
４
回
目
を
無
事
終
了
。
来
る
９
月
に
は

５
回
目
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
は
東
光
苑
の
月
次
祭
に
合
わ
せ
て
行
い
、
前
日
土
曜
日
の
午
後

に
お
土
に
関
す
る
講
話
が
、
科
学
的
根
拠
を
基
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
１
時
間

あ
り
、
そ
の
後
、
実
際
に
お
土
に
触
れ
、
大
本
東
京
本
部
の
裏
庭
（
別
名
「
東

光
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
菜
園
」）
に
日
本
在
来
種
の
野
菜
の
作
付
け
実
習
を
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
出
張
販
売
は
翌
日
の
月
次
祭
で
１
階
ロ
ビ
ー
に
開
店
で
す
。
予

約
販
売
も
し
て
お
り
、
４
回
目
か
ら
は
天
声
社
商
品
も
事
前
予
約
に
限
り
Ｄ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
を
窓
口
に
、
支
払
い
と
受
け
取
り
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

正
食
を
推
進
し
て
い
る
大
本
で
す
の
で
、
多
く
の
方
に
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
く
、
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
今
年
４
月
の
教
主
さ
ま
の
ご
臨
席
で
当
日
販
売
が

好
調
で
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
良
き
型
と
し
て
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
は
年
間
予
算
８
万
円
で
東
京
連
合
会
総
会
の
承
認
を
受
け
実
施

し
て
い
ま
す
。
当
会
と
し
て
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
支
出
で
す
が
意
義
あ
る

活
動
と
自
負
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
総
会
で
承
認
を
受
け
継
続
す
る
予

定
で
す
。
し
か
し
、
現
況
の
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
め
ば
金
銭
的
に
難

し
く
な
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
東
光
苑
月
次
祭
に
参
拝
さ
れ
る
方
々
を
始
め
、

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
講
座
は
無
料
で
す
し
、
余
っ
た

種
は
希
望
者
が
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

　

お
土
の
ご
用
講
座
と
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
の
出
張
販
売
を
通
し
て
、
皆
さ
ま
に
正
食

の
良
い
型
が
出
せ
る
よ
う
に
と
今
後
も
励
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



  

７７
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

　　講師：加藤　眞三講師：加藤　眞三（慶應義塾大学名誉教授）（慶應義塾大学名誉教授）

医療の現場から医療の現場から  

〝みろくの世〟の 姿 を 考 え る〝みろくの世〟の 姿 を 考 え る
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学
名
誉
教
授
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大
学
名
誉
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授
）

　　

　

５
月
の
東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫

命
例
祭
は
５
月
12
日
午
前
10
時
30
分
か

ら
、
斎
主
・
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン

タ
ー
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、
２
０
０
人

が
参
拝
し
た
＝
写
真
左
。

　

祭
員
は
茨
城
主
会
ほ
か
有
志
が
、
伶

人
は
二
弦
の
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭

拝
読
は
岩
澤
兵
衛
神
奈
川
主
会
長
が
担

当
＝
写
真
下
。
東
光
庵
で
は
、
添
釜
が

か
け
ら
れ
、
埼
玉
主
会
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
、
橋
本
セ
ン
タ
ー
長
が
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
中
島
浩
大
本
総
代
が
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。
中
島
総
代
は
、
綾

機
神
社
等
の
建
設
の
ご
神
業
に
携
わ
る

意
義
や
、
綾
の
郷
整
備
事
業
の
完
遂
に

む
け
た
信
徒
の
心
構
え
な
ど
を
自
身
の

５
月
の
月
次
祭
を
執
行

思
い
を
交
え
つ
つ
語
っ
た
＝
写
真
右
下
。

そ
の
後
、
堀
幹
宏
愛
善
宣
教
課
兼
総
務

管
理
課
員
と
堀
内
匠
同
課
員
が
着
任
の

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
直
会
時
に
は
青
年
部
に
よ
る

コ
ー
ヒ
ー
バ
ザ
ー
が
、
１
階
ロ
ビ
ー
で

は
直
心
会
バ
ザ
ー
、
ま
た
南
米
宣
教

１
０
０
周
年
記
念
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
た
。

自己を見つめる集い
〜 鎮 魂 と 浄 書 〜

日　程　 日　程　 6 月 29日（土）　午後1時30分～4時、引き続き茶話会（希望者）6月 29日（土）　午後1時30分～4時、引き続き茶話会（希望者）
会　場 　会　場 　大本東京本部・東京宣教センター大本東京本部・東京宣教センター
内　容 　内　容 　鎮魂　『大本神諭』の浄書鎮魂　『大本神諭』の浄書　　　　  　　　　  ／／　　参加費参加費  1000 円1000 円
定　員 　定　員 　20 人（定員に達し次第、締め切り）20人（定員に達し次第、締め切り）　　／／　　締　切締　切　　6 月 22日（土）6月 22日（土）

一人ひとりにご面会いただいた一人ひとりにご面会いただいた

皆神山記念大祭参拝ツアー

6月15日（土）～ 6月16日（日）
募集人員　30名
参 加 費　15,000円6 月 15 日（土土）　　

10:00	 受付
10:30	 東京本部　出発（マイクロバス、他）
15:00	 皆神山　参拝
15:30	 松代温泉　入浴（松代荘 )
17:00		相鉄フレッサイン（長野駅善光寺口）

6 月 16 日（日）
		

10:00		皆神山記念祭典（教主さま御臨席）
13:00		皆神山　出発　
17:00		東京本部　到着

東京宣教センター愛善宣教課【担当・堀】

締　切　　5月 31日（金）

　　　　                  東京宣教センター愛善宣教課【担当・西山】　　　　                  東京宣教センター愛善宣教課【担当・西山】

　患者さんと医師の関係性が大きく変わり、対
等の関係性で対話をすることにより協働作業で
創り出す医療へと向かっています。一方、ティ
ール組織という組織が世界の各地で生まれてい
ます。これらの現象は、みろくの世の到来を予
感させるものであることを解説します。

●　着任あいさつ

東京宣教センター愛善宣教課兼総務管理課　　堀
ほり

　幹
みきひろ

宏

　これまで旅行業として本部のお手
伝いをさせて頂きましたが、その本
部にご奉仕に上がらせていただくと
は夢にも思っておりませんでした。
最初は不安もありましたが〝これで
いいんだ！〟と強く感じるようにな
り、今は感謝の気持ちでいっぱいで
す。少しでも皆さまのお役にたてま
すよう、頑張らせていただきます。

　

何かと目まぐるしい毎日。時間に追われて、気づかぬうちに心と体のリズムが崩何かと目まぐるしい毎日。時間に追われて、気づかぬうちに心と体のリズムが崩
れがちです。そのような時こそ、気持ちを沈めて心と体の調和をはかりたいものれがちです。そのような時こそ、気持ちを沈めて心と体の調和をはかりたいもの
ですね。ご神前での鎮魂と浄書によって、自己を静かに見つめてみませんか？ですね。ご神前での鎮魂と浄書によって、自己を静かに見つめてみませんか？

8:30		ホテル　発
9:30		神山　到着	


